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典を用いて 1 つにまとめ、89 項目の感性語対を得た。こ
の 89項目の感性語対を評価に用いた。 
3.1.2 刺激の用意 
図 1、図 2 に示すように、太さは「細・中・太」、濃さ
は「淡・中・濃」のそれぞれ 3種類の刺激を用意した。 

















3.1.3  印象評価手順 













 「太さ」に関して 23名、「濃さ」に関して 21名に評価
を依頼した。太さや濃さが「細⇔太」、「淡⇔濃」のように
対の関係にあることから、回答の分布が「細・太」、「淡・




















へ結び付けていく予定である。   
図 3  感性語対 図 4  回答 
図 2  濃さの刺激 
( a )淡 ( b)中 ( c )濃 
 
図 1  太さの刺激 
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